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「
住
環
境
守
れ
」
全
国
ネ
ッ
ト

　
　
　
住
民
団
体
や
弁
護
士
ら
結
成

　
住
環
境
を
守
る
た
め
に
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
築
に
反
対
し
て
き

た
市
民
団
体
や
、
そ
の
活
動
を

支
援
す
る
弁
護
士
ら
が
1
9
日
、

南
区
の
京
都
テ
ル
サ
で
「
景

観
と
住
環
境
を
考
え
る
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
　
（
代
表
者
日
日

日
置
雅
晴
弁
護
士
）
を
発
足
さ

せ
た
。

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
目
標

と
い
う
。

　
1
2
都
府
県
の
2
0
の
市
民
団
体

や
、
弁
護
士
ら
が
参
加
。
日
置

弁
護
士
は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
紛
争

で
は
市
民
が
孤
立
し
て
闘
い
が

ち
だ
っ
た
の
で
、
全
国
ネ
ッ
ト

全
国
各
地
で
活
動
を
続
け
て
石
Ｉ
ク
は
有
益
。
今
回
を
機
会

抑ぃ、以ﾄ目ぐりﾆ･レc……（.守:回収匯）
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き
た
市
民
団
体
が
連
携
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
情
報
や
経
験
を
生
か

し
て
い
く
と
と
も
に
、
世
論

の
喚
起
に
よ
っ
て
乱
開
発
に

に
、
住
環
境
を
守
る
こ
と
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
ほ
し
い
ヤ
と

話
し
て
い
た
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
巡
る
紛
争
で
支
援

京
都
で
全
国
組
織
設
立

ま
ち
の
景
観
を
守
ろ
う
と
選
一

動
す
る
住
民
の
た
め
の
全
国
組

織
「
景
観
と
住
環
境
を
考
え
る

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
1
9
日
、

京
都
市
内
で
設
立
さ
れ
た
。
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
な
ど
を
め

ぐ
っ
て
紛
争
が
起
き
た
と
き
の

相
談
の
受
け
付
け
や
支
援
、
事
例

集
の
出
版
の
ほ
か
、
よ
り
効
果
的

に
景
観
を
守
る
制
度
を
研
究
し
て
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一
士
、
建
築
士
、
議
員
ら
約

5 0
人
が

】
設
立
会
議
に
集
ま
っ
た
。
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国
な
ど
に
提
言
し
て
い
く
と
い

Ｉ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
１
都
２
府
９
県
の
住
民
や
井
洋
二

け
た
の
は
福
岡
市
で
約
2
0
年
間
マ

ン
シ
ョ
ン
紛
争
に
か
か
わ
っ
て
き

た
石
井
吉
弘
さ
ん
（
6
1
）
ら
。
1
1
月

巧
1
6
日
、
福
岡
市
で
全
国
集
会

を
開
く
。
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
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景
観
と
住
環
境
考
え
る

　
　
　
全
国
ネ
ッ
ト
を
結
成

　
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
や
住

環
境
間
居
の
改
善
を
目
指

し
て
運
動
を
す
る
住
民
や

弁
護
士
、
建
築
士
、
研
究

者
が
十
九
日
、
全
国
代
表

者
会
議
を
京
都
市
で
開

き
、
各
地
の
運
動
を
つ
な

げ
る
「
景
観
と
住
環
境
を

考
え
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

五
月
十
日
の
全
国
会
議
成

功
に
続
い
て
開
か
れ
た
も

の
で
す
。

　
参
加
の
二
十
団
体
、
四

十
七
人
全
員
が
発
言
。
福

岡
住
環
境
を
守
る
会
代
表

委
員
の
幸
田
雅
弘
弁
護
士

は
「
住
民
運
動
邪
ず
る
人

た
ち
を
最
近
回
っ
た
が
、

運
動
に
は
も
っ
と
知
恵
が

必
要
と
感
じ
た
。
運
動
の

ツ
ー
ル
、
考
え
方
を
勉
強

す
る
た
め
に
も
、
全
国
的

組
織
が
立
ち
上
が
り
活

動
で
き
る
こ
と
に
期
待

し
で
い
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
高
知
市
の
、
は
た
愛
さ

ん
は
「
児
童
遊
路
の
南
側

や
高
知
城
の
中
に
も
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
計

画
・
進
行
し
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
は
個
々
の
だ

た
か
い
に
な
っ
て
い
る
。

全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

連
絡
を
取
り
、
運
動
が
池

享
尉
？
７
ふ
糾
刊

　
景
観
・
住
環
境
で

　
全
国
ネ
ッ
ト
結
成

　
　
　
　
　
1
1
月
に
集
会

　
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴

う
景
観
問
題
や
住
環
境
の

改
善
に
取
り
組
む
各
地
の

護
士
会
の
日
置
雅
晴
弁
護

士
。

　
都
市
計
画
や
住
宅
問
題

に
詳
し
い
弁
護
士
と
建
築

士
も
参
加
。
十
一
月
に
は

福
岡
市
で
全
国
集
会
を
開

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
う
れ
し
い
」
な
ど
歓
迎

の
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

　
同
会
議
は
ま
た
、
二
つ

の
柱
か
ら
な
る
運
動
方
針

　
（
①
全
国
の
マ
ン
シ
ョ
ン

紛
争
の
経
験
の
蓄
積
・
交

流
・
支
援
・
助
言
が
で
き

る
具
体
的
な
体
制
と
対
策

を
つ
く
る
②
法
律
や
条
例

の
改
正
を
目
指
す
。
と
り

わ
け
目
前
に
迫
っ
た
都
市

計
開
法
の
改
正
に
章
刀
を

挙
げ
る
）
と
、
申
し
合
わ

せ
を
決
め
ま
し
た
。

　
代
表
に
日
置
雅
晴
弁
護

士
、
十
五
人
の
運
営
委
員

Ｓ

　
沖
縄
県
か
ら
参
加
し
た

増
田
畠
人
さ
ん
（
4
7
）
は

　
「
こ
れ
ま
で
は
二
方
的
な

建
設
が
ま
か
リ
通
り
、
住

民
は
孤
立
し
が
ち
だ
っ

た
。
活
動
を
通
じ
て
情
報

市
民
団
体
代
表
が
十
九
よ
ヽ
都
市
計
画
法
と
条
例
’
の
共
有
、
提
供
を
積
極
的
一

日
、
京
都
市
で
会
合
を
開
拓
改
善
を
国
や
各
自
治
体

き
［
景
観
と
住
環
境
を
考

え
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
］
（
東
京
）
を
結
成
し

元
。
代
表
は
第
二
東
京
弁

. ミ ＝ ． ﾐ W － - 〃

の
改
善
を
国
や
各
自
治
烋
に
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
。

に
働
き
掛
け
る
方
針
。
　
一
話
し
た
。
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